
改定日　平成２９年 2 月２０日
発行日　平成２８年 ９月１３日

活動期間　平成２７年３月 1日～平成２８年２月２８日

環 境 活 動 レ ポート



1.  登録範囲

株式会社髙橋合金

本社工場
茨城県守谷市百合ヶ丘1丁目２４１８−１２

並木工場
茨城県守谷市百合ヶ丘1丁目２３８８−１

会社名

はんだ精錬、産業廃棄物収集運搬及び中間処理
事業内容

従業員
従業員

事業所（サイト）

上記は株式会社髙橋合金の全ての事業所、事業及び従業員（構成員）になります。

利根川クリーン作戦に会社として参加して



2.  事業活動の概要

１．事業所及び代表者
事業所名　株式会社　髙橋合金
代表者名　髙橋　孝造

２．所在地
【本社】

　　　

【並木工場】
　　　

　　  
３．環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者　髙橋　孝造
連絡先　０２９７－４８－４３４４

４．事業規模

単位

百万円

人

㎡

㎡ 敷地面積

　従業員

　床面積

活動規模

売上高

4,125

H25年度

20

2,275

517

4,125

H27年度

20

2,875

443

4,125

H26年度

20

2,275

492

5．その他

法人設立

資本金　

昭和48年7月

1,000万円

当該年3月1日~ 翌年2月末日



５．事業内容

2.  事業活動の概要

　＊産業廃棄物収集運搬業（積替え保管無し）
保有車両

積載量 保有台数
１台
１台

許可番号 許可年月日 有効年月日
平成26年6月16日 平成31年4月19日

廃プラスチック類・金属くず・ガラスくず・紙くず・木くず
平成26年7月9日 平成31年7月8日

廃プラスチック類・金属くず・ガラスくず・木くず・紙くず
平成26年11月18日 平成31年10月14日

廃プラスチック類・金属くず・ガラスくず・紙くず・木くず
平成26年10月22日 平成31年10月21日

廃プラスチック類・金属くず・ガラスくず・紙くず・木くず
平成26年12月14日 平成31年12月13日

廃プラスチック類・金属くず・ガラスくず・コンクリートくず
平成27年1月17日 平成32年1月16日

廃プラスチック類・金属くず・ガラスくず・コンクリートくず
平成26年12月13日 平成31年12月12日

廃プラスチック類・金属くず・ガラスくず・コンクリートくず

＊産業廃棄物処分業

＊収集運搬実績
単位
ｔ
ｔ

＊処理実績
単位
ｔ
ｔ

＊料金表による。
＊当社にお問い合わせください（０２９７－４８－４３４４）

②収集運搬業務

③リサイクル業務及び中間処理業務

金属くず

Ⅳ 事業計画の概要

廃プラスチック類
品　目 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度

　収集運搬業務においては、再資源化、可能な限り種類・品質ごとに分別し収集運搬に努めます。

　社会経済活動で発生する再生資源物及び廃棄物（はんだ製品製造過程で発生する産業廃棄物）の収集運搬業
務、リサイクル業務並びに中間処理業務（焼却）を行う中で資源回収を積極的に進め、循環型社会の構築に寄与
します。

Ⅲ 処理料金

金属くず

　リサイクル業務及び処理業務においては、再生資源物及び受託廃棄物の種類・品質に応じて適切に分別、中間
処理を行うことにより、再生資源物及び受託廃棄物の再資源化率の向上を図ります。

都道府県・政令市 許可番号 許可年月日 有効年月日
茨城県 平成31年4月19日

許可品目（焼却） 廃プラスチック類・金属くず
処理能力

品　目 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度
廃プラスチック類

栃木県

廃プラスチック類・金属くず　　　　　　　　　　　　　　０．２６４ｔ/日

許可品目

平成26年6月16日

広島県
許可品目
兵庫県

Ⅱ 処理実績

許可品目

はんだ精錬、産業廃棄物収集運搬及び処理

都道府県・政令市
茨城県

車種
１５ｔ車

Ⅰ

許可品目

埼玉県

東京都

4t車

岩手県

許可品目

許可品目

許可品目



2.  事業活動の概要

製品
選別作業
重量確認

　溶解炉
はんだ再生材A 鋳造 分析 合格

（はんだ酸化物ドロス） 不合格

＜第二工場＞（電解工場）
陽極板鋳造 電解精錬 溶解炉

（はんだ酸化物ドロス）

排
出
事
業
所

収
集
運
搬

＜第三工場＞（パウダー工場）
選別作業
重量確認 可傾炉 溶解炉 鋳造 分析 合格

鋳造
※ 第一工場

※特殊物・1ロット５００kg以下の物

＜第四工場＞（産廃工場）
選別作業 焼却回収炉 はんだ材回収 第一工場

（ソルダーペースト容器入り、金属くず、ウエス付着）

電解工場
ばいじん
（廃棄物）

＜並木工場＞（加工工場） 製品

重量確認 溶解炉 鋳造 分析 合格

(鉛ﾌﾘｰ材)

はんだ材

（粉末状のはんだ再生材）

収集運搬（自社有車）

再生はんだ
お客様へ納品

クリーム状の酸化物

パウダー材 再生はんだ
お客様へ納品

Ⅴ 処理工程図

はんだ材
鉱山（金、銀、鉛の抽出）

製品
はんだ材：再生はんだにならないもの（乾燥状態）

再生はんだ
お客様へ納品

各営業所・メーカーからのはんだ再生材
パウダー・産廃工場からの材料

高周波・反射炉・ナンバン炉
はんだ再生材B・タレ 電解工場

第一工場・産廃工場からの材料
製品
スライム：再生はんだにならないもの（湿潤状態）
スライム
鉱山（金、銀、鉛の抽出）

陰極板鋳造

溶解炉

＜第一工場＞＜第五工場＞



３. 環境方針

2．環境関連法規制を遵守すると共に、必要に応じて定める

　　又、地球との環境に関する協定等の約束事項を遵守します。

5．環境方針は、環境活動レポート等により社内外に公表する。

2005年 4月 1日
株式会社髙橋合金

　　全員参加の環境保全活動に努める。

環　境　方　針　

【【環環境境理理念念】】

当社は、地球環境保全が人類共通の重要な使命であることを認識します。

【【基基本本方方針針】】

会長 髙橋祐亨

　  町づくりに協力していきます。

      私たちは、この使命のもとに、循環型経済社会の形成に寄与すべく、

       自然と事業活動との調和を図り、子々孫々に豊かな地球を残すことに

3．環境教育により全従業員の環境保全への自覚を促し意識を高め、

1．使用済みはんだの精錬等によるリサイクルに努める。

　　自主管理基準の達成をめざします。

全力を尽くします。

4．地域社会とのコミュニケーションを図り、人と自然にやさしい



４. エコアクション２１組 織 図

環境管理責任者事務局 環境委員会

第一工場 産廃工場 運送 第八工場 電解工場

最高責任者

全　　従　　業　　員

第五工場

髙橋法子 髙橋孝造 五十嵐裕貴

事務所

並木工場

①環境方針を定める。

③必要な経営資源を提供する。

②運用状況の全体について把握し、代表者に報告する。

①部門長から指示のあった事項について実践する。

①環境経営システムの報告、審議、決定などの会議体とす
る。

②代表者を委員長そして、環境管理責任者、事務局及び部
門長で構成し、四半期ごとに開催する。

①環境方針、環境目標、環境活動計画の自部門に関連する
活動及びその他環境管理責任者からの指示事項についても
実践する。

①環境管理責任者を補佐し、環境経営システムを円滑に運
用する。

①環境経営システムを構築し、運用の責任と権限を有す
る。

②環境管理責任者を任命すると共に、環境経営組織、役
割、責任を定める。

④活動の実績を環境管理責任者に求め　見直しを行い、必
要な指示を行う。

組織の構成員 役割・責任・権限

環境委員会

代表者

環境管理責任者

事務局

部門長

従業員



５. 環境目標とその実績

項目 指標
基準年／
基準値 単位 目標 実績 目標 実績 目標 実績

グリーン購入の推
進

事務用品購入金額のエコ
マーク商品の比率アップ

％

（参考）軽油使用総量

１４．４％減
２７４

（参考）電力使用総量 kＷh

９．５％減

（参考）重油使用総量

１８．２％減
４６．９

（参考）LPG使用総量 ㎏
５５．４％減

２３９

２４．９％減

（参考）二酸化炭素排出総
量 （1,042,384）

社内教育の実施環境教育の推進

化石燃料から排出
される二酸化炭素
の削減

総排水量の削減

溶解炉の燃料（ＬＰ
Ｇ）の削減

収集運搬車両の
燃料（軽油）削減

工業団地の
清掃（年４回）

工業団地
の清掃

（年４回）

廃棄物（ばいじん）
の運搬及び保管
状態の管理

運搬・保管容器の改善
管理の強化

運搬及び保
管状態の
チェック

各月保管状
態のチェック

済

運搬及び保
管状態の
チェック

１００％達成
運搬及び保
管状態の
チェック

運搬及び
保管状態
のチェック

地域ボランティア
活動の推進

地域ボランティアの実施
工業団地の
清掃（年４回）

年４回の清掃
済

工業団地の
清掃（年４回）

１００％
達成清掃、地
域催し物

社内教育の実
施（年4回）

セミナーへの積
極的参加

年４回の教育
済

社内教育の実
施（年4回）

セミナーへの積
極的参加

１００％達成　５
回の研修実施

社内教育の実
施（年4回）

セミナーへの積
極的参加

社内教育の
実施（年4

回）
セミナーへ
の積極的参

加

１７％減
４９１

床の粉塵対策 床及び設備清掃の実施 月１回の清掃
月１回の清掃

済
月１回の清掃 １００％達成 月１回の清掃

月１回の
清掃

４３５
リサイクル製品量あたりの
二酸化炭素排出量

平成24年度
実績５９１

２%削減
５７９

５%削減
５６１

２１％減
４６８

２４％減
４５０

１％減
５６．６

節水バルブの設置
平成24年度
実績５３５

㎥
１%削減
５３０

１０%削減
４８２

５１％減
２６１

５１％減
２６１

５６％減
２３７

リサイクル製品量あたりの
燃料購入量

平成24年度
実績５７．３

２%削減
５６．２

５%削減
５４．４

１３％減
４９．６

１３％減
４９．６

１%削減
５６．７

３%削減
５５．６

４％減
５５．１

５%削減
５４．４

６%削減
５４．０５１．９

省エネの推進
リサイクル製品量あたりの
電力消費量

平成24年度
実績３２０

kＷh/t
３％削減
３１０

５％削減
３０４

２％減
３１３

２％減
３１３

※二酸化炭素排出係数は平成24年度までは０．３７４㎏-CO2／KWhとして、平成25年度からは東京電力の平成23年度の実排出係数０．４６４㎏
-CO2／KWhとした。この変更に伴い平成25年度から使用している二酸化炭素排出削減目標に関する基準年（平成24年度）の排出量を平成23年
度の排出係数に合わせ調整をした。また、二酸化炭素排出総量も同様に調整した数値を（　）内に示した。

※軽油の使用量削減目標は、指標として24年度まではリサイクル製品量当たりとしたが、25年度から軽油使用車両の燃費に変更した。

環境目標項目
目標値

平成25年度 平成26年度 平成27年度

軽油使用車両の燃費
平成25年度
実績３．６

　
㎞/L

燃費の実績
を把握する

３．６
前年並み
３．６

基準年並み
３．６

２％向上
３．７

２％向上
３．７

０％減
３２２

焼却炉（２台）の燃
料（重油）の削減

リサイクル製品量あたりの
燃料購入量

平成24年度
実績５７．３



５. 環境目標とその実績

項目 指標
基準年／基

準値 単位 目標 実績 目標 実績 目標 実績

事務用品購入金額のエコ
マーク商品の比率アップ

％

（参考）グリーン品購入金額 千円

（参考）軽油使用総量

（参考）電力使用総量 kＷh

（参考）重油使用総量

（参考）LPG使用総量 ㎏

（参考）二酸化炭素排出総
量

調整後

※軽油の使用量削減目標は、指標として24年度まではリサイクル製品量当たりとしたが、25年度から軽油使用車両の燃費に変更した。

運搬及び保
管状態の
チェック

※二酸化炭素排出係数は平成２７年度までは、東京電力の平成２３年度の実排出係数０．４６４㎏-CO2／KWhとしたが、平成２８年度より平成２
６年度実績の０．５０５㎏-CO2／KWhを使用する変更をした。この変更に伴い、平成２８年度から使用している二酸化炭素排出削減目標に関する
基準年（平成２４年度）のリサイクル製品原単位の二酸化炭素排出量を平成２６年度の排出係数に合わせ調整をした。また、二酸化炭素排出総
量も同様に調整した数値に変更した。

廃棄物（ばいじん）
の運搬及び保管
状態の管理

運搬・保管容器の改善
管理の強化

運搬及び保
管状態の
チェック

運搬及び保
管状態の
チェック

社内教育の実
施（年4回）

セミナーへの積
極的参加

地域ボランティア
活動の推進

地域ボランティアの実施
工業団地の
清掃（年４回）

工業団地の
清掃（年４回）

工業団地の
清掃（年４回）

環境教育の推進 社内教育の実施

社内教育の実
施（年4回）

セミナーへの積
極的参加

社内教育の実
施（年4回）

セミナーへの積
極的参加

床の粉塵対策 床及び設備清掃の実施 月１回の清掃 月１回の清掃 月１回の清掃

化石燃料から排出
される二酸化炭素
の削減

リサイクル製品量あたりの
二酸化炭素排出量

平成24年度
調整後５５６
（981,406／

1,762）

５%削減
５２８

５%削減
５２８

６％減
５２３

総排水量の削減 節水バルブの設置
平成24年度
実績５３５

㎥
５０%削減
２６８

５０%削減
２６８

５５％減
２４１

溶解炉の燃料（ＬＰ
Ｇ）の削減

リサイクル製品量あたりの
燃料購入量

平成24年度
実績５７．３

２%削減
５６．２

２%削減
５６．２

２%削減
５６．２

焼却炉（２台）の燃
料（重油）の削減

リサイクル製品量あたりの
燃料購入量

平成24年度
実績５７．３

６%削減
５３．９

６%削減
５３．９

７%削減
５３．３

省エネの推進
リサイクル製品量あたりの
電力消費量

平成24年度
実績３２０

kＷh/t
２％削減
３１４

２％削減
３１４

３％減
３１０

環境目標項目
目標値

平成28年度 平成29年度 平成30年度

グリーン購入の推
進

収集運搬車両の
燃料（軽油）削減

軽油使用車両の燃費
平成25年度
実績３．６

　
㎞/L

２％向上
３．７

２％向上
３．７

３％向上
３．７



６. 主要な環境活動計画・実績及び評価・次年度の取り組み内容

①グリーン購入の推進
■目標値及び実績値

４月 ５月 ６月 7月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ２月

■活動内容 ○：目標達成　△：目標達成率８０％以上　×目標達成率８０％未満

②軽油使用量の削減
■目標値及び実績値

４月 ５月 ６月 7月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ２月
目標（㎞/L）

累計燃費（㎞/L）

単月燃料購入量（L）
単月走行距離（㎞）
累計燃料購入量（L）
累計走行距離（㎞）

エコドライブの更なる徹底

累計達成率（％）
環境活動計画

効率の良い運転を行い目標を達成できました。次年度
も継続していく。

○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①累計目標値（％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑤累計エコ商品購入金額（千円）
⑥エコ商品購入率（％）
⑦累計達成率（％）

実績環境活動計画 評価及び次年度の取り組み

・今年度も目標を達成することができました。
・今後は、事務用品だけではなく工場の備品もエコ商
品を探していきます。

②単月事務用品購入金額（千円）
③単月エコ商品購入金額（千円）
④累計事務用品購入金額（千円）

前年活動を継続する ○

実績 評価及び次年度の取り組み



６. 主要な環境活動計画・実績及び評価・次年度の取り組み内容

③電気使用量の削減
■目標値及び実績値

４月 ５月 ６月 7月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ２月

■活動内容 ○：目標達成　△：目標達成率８０％以上　×目標達成率８０％未満

④重油使用量の削減
■目標値及び実績値

４月 ５月 ６月 7月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ２月

■活動内容 ○：目標達成　△：目標達成率８０％以上　×目標達成率８０％未満

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

累計目標値（KWh/ｔ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

累計実績値（Ｌ/ｔ）

単月リサイクル製品量（ｔ）
単月電気使用量（KWh）

累計リサイクル製品量（ｔ）

累　計　達　成　率（％）

累計目標値（Ｌ/ｔ）

実績

△

効率の良い処理計画 ○

・ぎりぎりで目標を達成した。
・次年度は、もう少し工夫をして達成率を上げていき
たい。

累計電気使用量（KWh）

単月リサイクル製品量（ｔ）
単月重油使用量（Ｌ）

累計リサイクル製品量（ｔ）
累計重油使用量（Ｌ）

工場の照明の小まめな消灯

コンプレッサーの定期的なエア漏れチェック

評価及び次年度の取り組み

累計実績値（KWh/ｔ）
累　計　達　成　率（％）

環境活動計画

・目標を達成できませんでした。
・次年度は、消費電力監視システムを導入し節電に努
める。

評価及び次年度の取り組み環境活動計画 実績



６. 主要な環境活動計画・実績及び評価・次年度の取り組み内容

⑤ＬＰＧ使用量の削減
■目標値及び実績値

４月 ５月 ６月 7月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ２月

■活動内容 ○：目標達成　△：目標達成率８０％以上　×目標達成率８０％未満

⑥総排水量の削減
■目標値及び実績値

４月 ５月 ６月 7月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ２月

■活動内容 ○：目標達成　△：目標達成率８０％以上　×目標達成率８０％未満

環境活動計画

累　計　実　績　値（㎥）

累計目標値（㎏/ｔ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

単月リサイクル製品量（ｔ）
単月ＬＰＧ使用量（㎏）

累計リサイクル製品量（ｔ）
累計ＬＰＧ使用量（㎏）

累　計　達　成　率（％）

効率の良い処理計画 △

評価及び次年度の取り組み

環境活動計画

○

・目標を達成できませんでした。
・次年度は、目標を達成出来るように、各工程を見直
して削減していきたい。

実績

・目標を達成した。
・次年度も引き続き節水意識を高めるための呼びかけ
をしていく。

累　計　達　成　率（％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
累　計　目　標　値（㎥）

実績

累計実績値（㎏/ｔ）

評価及び次年度の取り組み

節水意識の更なる向上

単　月　実　績　値（㎥）



６. 主要な環境活動計画・実績及び評価・次年度の取り組み内容

⑦二酸化炭素排出量の削減
■目標値及び実績値

４月 ５月 ６月 7月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ２月

■活動内容 ○：目標達成　△：目標達成率８０％以上　×目標達成率８０％未満

⑧床の粉塵対策
■活動内容 ○：目標達成　△：目標達成率８０％以上　×目標達成率８０％未満

⑨環境教育の推進
■活動内容 ○：目標達成　△：目標達成率８０％以上　×目標達成率８０％未満

・目標を達成できませんでした。
・二酸化炭素の排出量を減らすため電気、ＬＰＧの使
用量を削減する方法を工夫していく。

環境活動計画 実績

環境活動計画 実績

軽油、重油、LPG、電気の削減計画に基づく △

月一回以上必ず掃除機をかけ粉塵の飛散を抑え
る。

○

環境教育セミナー、環境展など積極的に参加す
る。
年4回の教育を実施する。

○
・目標を達成した。
・次年度も多くの従業員が、講習会等に参加できるよ
うにしていきたい。

評価及び次年度の取り組み

・今年度も工場内の清掃及び整理整頓を心がけ実施し
ました。
・次年度は、床だけではなく設備も清掃及び整理整頓
を続けていく。

環境活動計画 評価及び次年度の取り組み

評価及び次年度の取り組み

累計目標値（㎏-CO2/ｔ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

単月リサイクル製品量（ｔ）
単月二酸化炭素排出量（㎏-CO2）
累計リサイクル製品量（ｔ）
累計二酸化炭素排出量（㎏-CO2）

実績

累計実績値（㎏/ｔ）
累　計　達　成　率（％）



６. 主要な環境活動計画・実績及び評価・次年度の取り組み内容

⑩地域ボランティア活動の推進
■活動内容 ○：目標達成　△：目標達成率８０％以上　×目標達成率８０％未満

⑪廃棄物（ばいじん）の運搬及び保管状態の管理
■活動内容 ○：目標達成　△：目標達成率８０％以上　×目標達成率８０％未満

・保管状態などチェックリストにて管理し、飛散防止
に努めました。
・次年度も今年度同様に管理していきます。

評価及び次年度の取り組み

・利根川河川敷の清掃や工業団地の清掃に全従業員参
加しました。
・次年度も全社員が参加するよう呼びかけていく。

評価及び次年度の取り組み

週一回保管状態のチェック ○

環境活動計画 実績

環境活動計画 実績

工業団地や市の清掃活動に積極的に参加 ○



◆環境関連法規等の違反における関係当局からの指摘及び訴訟は過去3年間ありません。

　◆当社が行った環境関連法規の遵守状況の結果において遵法であることを確認しました。

　以下は、主な適用法令の概要と遵守評価結果である。

評価結果

○

○・大気汚染防止法
設置届出（使用届出含む）、規制基準及び自主
基準の遵守,大気測定及び保管,規制基準及び自
主基準(Nox、Sox、ばいじん、鉛等）の遵守

主な内容法令名

処分業、収集運搬業の許可、ダイオキシン類の
測定及び保管、マニュフェスト伝票の管理

・廃棄物処理法

７. 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の
　　結果並びに違反、訴訟等の有無



８. 代表者による全体評価と見直しの結果

（文書名）別添5環境目標一覧表　別添6環境活動計画・実績表

（文書名）別添4環境法令等一覧表・遵守状況チェック表

（文書名）別添17内部監査報告書、別添14不適合･是正処置報告書

（文書名）別添10外部情報受付台帳、別添11外部情報受付対応記録

（文書名）別添10外部情報受付台帳及び関連文書

（文書名）別添6環境活動計画・実績表の関連するもの

（文書名）環境方針、運用体制及びその他EMSに関するもの

変更の必要性　　　　　　　　　　　無し

変更の必要性　　　　　           無し　　　　　　

変更の必要性　　　　　　　　　　　無し

②法令等の遵守状況

⑦その他のEMSに関する問題点 特に無し

⑤法令等の動向

環環境境管管理理責責任任者者かからら提提供供さされれたた情情報報 環環境境管管理理責責任任者者ののココメメンントト
①目標の達成度及び環境活動計画の実施状況 今年度は、電気使用量、LPG使用量、CO2削減の

目標項目が目標を達成することが出来なかっ
た。、次年度は全ての目標項目が達成できるよう
努めていく。

特に無し

⑥取引先のグリーン調達に関する状況 100％の調達率を維持することを目標とし達成して
います。

すべて遵守されています。

③問題点の是正処置及び予防処置の結果 特に無し

④外部からの苦情等の受付結果 苦情は有りませんでした。

代
表
者
の
環
境
管
理
責
任
者
へ
の
指
示
事
項

環境目標
指示事項

ＥＭＳのその他の要素
指示事項：
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